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CIOFができること

• 工場データのファイアフォール
• 工場のデータを、現場のノウハウなどが含まれないよう
に取捨選択し、あらかじめ契約で定めた相手のみに確
実に届けることができます。

• 製造のサービス化の実現手段
• 取引先に渡したデータの利用を監視し、不正利用の防
止とともに、データが生み出す価値を共有することで新
たなサービスモデルを可能とします。

• つながる工場による価値連鎖
• データによるつながりを強化することで、新たな取引先
とのバリューチェーンを構築するための費用と時間を短
縮し、多様性への対応力を高めます。
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ＣＩＯＦの特徴
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ＣＩＯＦによるデジタルツインのしくみ
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データを送らないと検査が合格しない
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工場データの流通のしくみ（CIOF）
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ＣＩＯＦ技術仕様書

ＣＩＯＦ技術仕様書

ＨＣＭ操作マニュアル
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ＣＩＯＦ-API仕様書
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ハノーバーメッセ２０２０：開催中止
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ハノーバーメッセ（開催中止）
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７月１３日（月）～１７日（金）

Location: HALL 8 Stand F12
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ユースケースのカテゴリー

製造ノウハウを含むデータの知財管理

品質データ管理による高付加価値経営

つながる中小製造業の競争力強化問題

AIによるエッジデータ収集と価値の共有

カテゴリー1

カテゴリー2

カテゴリー3

カテゴリー4

ＤＭＧ森精機

安川電機ＳＣＳＫ

三菱電機B-EN-G

ジェイテクト

加工に関するノウハウやＮＣプログラムなど、営業秘密として価値が高い情報をデータとして外部の取引先と共有する場合に、技術
漏洩のリスクがある。知財としてのデータの送信先において、データの保存、修正、削除を、CIOFが取引契約にもとづき監視し、か
つ利用の実績を必要に応じて照会することで、取引先との高い信頼関係に裏付けられた生産プロセスの共有を可能とする。

高度な品質管理では、工程内のさまざまな箇所で適切な検査が要求される。こうした検査結果をデータ化し、 CIOFにより関連する

複数拠点で共有し、問題発見に活用することで、適正な品質管理を現場サイドと経営サイドが一体となって管理できるしくみとする。
また、ブロックチェーン技術を利用して、品質データの正当性を保証し、高品質を強みとして製造業を高付加価値化する。

生産プロセスの一部を担う中小製造業は、比較的規模が小さく、現場のオペレーションと経営とが一体である場合が多い。注文内
容や在庫、出荷品の検収などのデータを、取引先と共有する場合に、中小企業が不利な立場とならないようにCIOFによって管理
することで、中小企業の管理レベルの向上と経営力向上につなげ、同時に発注側であるメーカーの生産性向上にもつなげる。

設備から得られる膨大なデータを、AIを用いて価値あるデータとするには、生産管理や品質管理などのデータと関連づけて学習さ
せる必要がある。現場のデータをクラウド上に置くことには抵抗があるなかで、CIOFにより、エッジサイドで分散管理された一次
データを、AIによる学習モデルに応じて収集し、それによって得られた成果を契約にもとづき共有する。
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DMG森精機
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DMG森精機
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三菱電機
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三菱電機
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ジェイテクト
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ジェイテクト
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安川電機
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b-en-g
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SCSK
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２０２０年度開発のハイライト

• 統括サーバ（FCS）追加と連携サーバ（HCS)分散化

• ブロックチェーンサーバ（BCS）による履歴データ管理

• 辞書サーバ（HDS）の分離とインテリジェント化

• 連携マネージャ（HCM）のWebUIによる操作性向上

• エッジコントローラ（ECU）の自動コンフィグレーション

• コンテキサーECUによる簡易アプリテンプレート開発

• データ変換サーバ（DTS）APIの整備とテスト実装

• 新規取引拡大のためのソーシャルマッチング機能
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データ取引の５つのフェーズ

インテグレーション
フェーズ

データ取引契約
フェーズ

データ取引実施
フェーズ

データ取引確認
フェーズ

モデリング
フェーズ

対象業務に対応した辞書や業務ア
プリの構造などを登録する。

提供パターンに対応したデータの
取り扱いに関する契約を交わす。

契約内容にしたがって、実際にデー
タ提供またはデータ利用を行う。

すでに実施したデータ提供や利用
履歴の照会や事実認証を行う。

対象現場のデバイスや機器を登録
し、利用する辞書に設定する。

システムインテグ
レーター、対象業
務のエキスパート

マーケティング担
当者、取引先営業、
契約担当者

調達担当者、出荷
担当者、現場の業
務担当者

経理担当者、品
質担当者、経営
戦略室スタッフ

プラットフォーマー、
コンポーネント企
業、標準化団体
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サービスメニュー（１／２）

• 基本サービス
• 機器のコンフィグ設定、アセットの設定（実装）、ユーザ
設定、権限付与、IDの発行など

• 契約サービス
• 個別契約書、共通契約書の作成、相手との通信、契約
情報の照会、過去履歴の管理など

• 伝送サービス
• PUSH/PULL、パブサブ、コレクト等のデータ伝送、履
歴の記録、送信先の認証、暗号化、経路設定、リカバリ
など

• 辞書サービス
• 共通辞書、外部辞書の登録、検索機能、リコメンド機能、
パブスク、履歴（バージョン）管理など
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サービスメニュー（２／２）

• 変換サービス
• 伝送データの変換、レコード変換、パラメータ変換、API
設定、ルール設定、テスト環境など

• 検索サービス
• 取引先検索、プロファイル検索、ビジネスマッチング、
取引履歴照会、企業グループ設定など

• 証明書サービス
• データ伝送履歴の照会、データ利用実績の照会、証明
書の発行、正当性保証機能、改ざん履歴の管理、など

• 認証サービス
• グローバルID機能、ソフトウェア認証、ハードウェア認
証、認証局の管理、など（実装対象外）
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アーキテクチャ
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アーキテクチャ（サーバの認証）
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アーキテクチャ（契約の作成）
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アーキテクチャ（データ伝送時）
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インターネット上では暗号化さ
れ、データは保持されません。

FWFW
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（FCS）
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アーキテクチャ（データ伝送時）
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アーキテクチャ（証明書の発行）
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ドメインとサイトの関係

事業者

事業者

HCT

サイト

HCTHCT

サイト

HCT

ドメイン

事業者

事業者

HCS

HCT

HCS

ドメイン

事業者

HCT

HCT

HCT

HCS 連携サーバ（Hyper Connection Server）：ドメインを管理し、HCT
から別のHCTへデータを取引契約にもとづいて送信する。

連携ターミナル（Hyper Connection Terminal）：サイトを管理し、
下位にあるエッエッジコントロール。
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事業者の種別

• プラットフォーム事業者
• 共通辞書が登録、編集できる
• 共通辞書の新規登録時はFCSからIDを取得

• コンポーネント事業者
• 外部辞書が登録できる
• 外部辞書の新規登録時はFCSからIDを取得

• 一般事業者
• 個別辞書が登録できる

プラットフォーム事業者、コンポーネント事業者の権
限は、FCSが発行する事業者IDに対して、辞書
サーバ（HDS）が承認することで有効となる。
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辞書の種類

共通辞書
異なるターミナル間でデータやサービスに関する用語を対応づけるために利用
する。プラットフォーム企業または標準化機関によって登録されます。

個別辞書
それぞれのターミナルで、独自に実装されているデータやサービスの内容を定

義する。データ取引はこの内容に対して行われる。

外部辞書
アプリやデバイスの提供者が作成し、その内容をデータ取引を行う事業者
が個別辞書インポートして利用する。

個別辞書

工場（ユーザ）

外部辞書

ベンダー

共通辞書

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾏ―
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チャートとエンティティの関係

事
実

状
況

課
題

組
織

業
務

カ
レ
ン
ダ

役
者

活
動

情
報

モ
ノ

機
能

エ
リ
ア

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

ロ
ジ
ッ
ク

デ
ー
タ

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

プ
ロ
セ
ス

イ
ベ
ン
ト

困りごとチャート 〇 〇 〇
なぜなぜチャート 〇 〇 〇
いつどこチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
割り振りチャート 〇 〇 〇 〇 〇
やりとりチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ロジックチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
見える化チャート 〇 〇 〇 〇 〇
モノコトチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
待ち合せチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
状態遷移チャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
プロセスチャート 〇 〇 〇 〇
データ定義チャート 〇 〇 〇
コンポーネントチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
レイアウトチャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
組織連携チャート 〇 〇 〇 〇 〇 〇
目標計画チャート 〇 〇 〇 〇

開発実装

問題
発見

問題
共有

課題
設定

課題
解決

　　　　　　　エンティティ

　　チャート

経営分析 経営管理 現場管理 現場構成 開発設計
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IVIモデラーにおけるエンティティ

39

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component

ロジック
Logic

プロセス
Process

データ
Data

イベント
Event

課題
Concern

業務
Work

状況
Situation

事実
Observation

役者
Actor

活動
Activity

情報
Information

モノ
Thing

機能
Function

状態
Condition

エリア
Area

カレンダ
Calendar

組織
Organization

経営レイア 現場レイア 仕様レイア

アプリ構成モデル
Appl. Component Model

サービス構成モデル
Service Component Model

プロセス構成モデル
Process Component Model

イベント条件モデル
Event & Component Model

データ構成モデル
Data Component Model

CIOFの
エンティティ
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IVIモデラーとの対応

状態
Condition

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ
Component

ロジック
Logic

プロセス
Process

イベント
Event

データ
Data

アプリ構成モデル
Appl. Component Model

サービス構成モデル
Service Component Model

プロセス構成モデル
Process Component Model

イベント条件モデル
Event & Component Model

データ構成モデル
Data Component Model

CIOFエンティティ
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CIOFとIVIモデラーの関係

CIOF
HDS

AW
KVS

IVI
モデラー

IVI
モデラー

CIOF
HCM

CIOF
HCM

（クラウド版） （クラウド版）（Contexer版） （Contexer版）

新規開発

将来的にはCIOF-HDS
とAW-KVSを切り替えら
れるようにする

来年度には
クラウド版で
一本化する

将来的にはHCM
の辞書部分とIVI
モデラーのCIOF
版を統合する
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カテゴリー１：知財としてのデータ流通

加工に関するノウハウやＮＣプログラムなど、営業
秘密として価値が高い情報をデータとして外部の取
引先と共有する場合に、相手先の状況によっては、
管理が徹底できず、技術漏洩のリスクがある。この
ような場合に、知財としてのデータの送信先におい
て、データの保存、修正、削除を、ＣＩＯＦが取引契約
にもとづき監視し、かつ利用の実績を必要に応じて
照会することで、取引先との高い信頼関係に裏付け
られた生産プロセスの共有を可能とする。

知財としてのデータのオープン＆クローズ
ビジネスモデル開発
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カテゴリー２：検査データと品質保証

高度な品質を実現するには、出荷検査や受入検査
に加えて、工程内検査でも、適切な検査が要求され
る。こうした検査結果をデータ化し、 CIOFにより、関

連する複数拠点で共有し、必要に応じてトレースし
問題発見に活用することで、適正な品質管理を現場
サイドと経営サイドが一体となって管理し、より公正
でかつ効果的なしくみとする。また、ブロックチェーン
技術を利用して、品質データの正当性を保証し、高
品質を強みとして製造業を高付加価値化する。

検査データ管理による品質保証の強化と
製造業の高付加価値化
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カテゴリー３：中小企業の取引連携

生産プロセスの一部や、製品の一部となる部品を生
産する中小製造業は、比較的規模が小さく、現場の
オペレーションと経営とが一体となっている場合が
多い。取引先からの注文の内示や、出荷した部品
の検収な状況などを、CIOFによって中小企業が不

利な立場とならないように企業を超えて共有するこ
とで、デジタル化による中小企業の管理レベルの向
上と経営力向上につなげ、同時に発注側であるメー
カーの生産性向上にもつなげる。

現場データと取引先の業務プロセスとの
統合による中小企業強化
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カテゴリー４：ＡＩよる現場の知能化

設備から得られる膨大なデータを、価値データとす
るには、作業者、材料、方法、そして環境などの
データと関連づけて管理する必要があるが。こうし
たビックデータの保管場所や保管方法は経営戦略
上とても重要であり、特に現場のノウハウを含む膨
大なデータを社外に置くことには抵抗がある。CIOF
により、一次データはエッジサイドで分散管理し、ＡＩ
による学習モデルが確定した時点で、必要なデータ
を必要な形で提供するしくみとする。

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析
による設備保全の知能化
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北九州
事業所

タイ工場

本社生技部

シナリオカテゴリー（１）

AS-IS

ＮＣデータ管理

①設計図

②NCプログラム

③作業手順

PUSH
PUSH

PULL

A-1

A-2

ＤＭＧ森精機

知財としてのデータのオープン＆クローズビジネスモデル開発
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北九州
事業所

タイ工場

本社生技部

②NCプロ
グラム

①加工
オーダ

③作業手順

④加工
実績

シナリオカテゴリー（１）

TO-BE

⑤作業手順
（修正した場合）

PUSH

PUSH

PUSH

PULL

PULL

ＮＣデータ管理

A-3
A-4

A-1-2

A-2-2

A-2-3

ＤＭＧ森精機

知財としてのデータのオープン＆クローズビジネスモデル開発
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北九州
事業所

タイ工場

本社設計部

（タイの）
②作業手順

⑤改善指示 ③加工履歴

PULL

シナリオカテゴリー（１）

TO-BE

④原因の解析

PUSH PULL

ＮＣデータ管理

A-5

A-2-4

ＤＭＧ森精機

知財としてのデータのオープン＆クローズビジネスモデル開発
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岡山工場

本社
品質保証部

ＡＢＣ鉄工所

シナリオカテゴリー（２）

AS-IS

品質データ保証

②検査

PUSH

PULL

⑤画像

④不具合検知

③トレース

PUSHB-1 B-2

B-3

ジェイテクト

検査データ管理による品質保証の強化と製造業の高付加価値化
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岡山工場

本社
品質保証部

ＡＢＣ鉄工所①検査項目

②検査項目

PUSH

シナリオカテゴリー（２）

TO-BE

④ＱＣ工程

PULL PUSH

③検査

PULL

品質データ保証

B-4

B-4-2
B-1-2

B-5

ジェイテクト

検査データ管理による品質保証の強化と製造業の高付加価値化
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岡山工場

本社
品質保証部

ＡＢＣ鉄工所

①検査

PUSH

シナリオカテゴリー（２）

TO-BE

②検査

PUSH

⑤画像

PULL

品質データ保証

③トレース

PUSH B-1-3

B-1 B-2

B-3

ジェイテクト

検査データ管理による品質保証の強化と製造業の高付加価値化
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Ｘ機械工業

材料商社 Ｂ精密

Ｃ鍍金Ａ板金

シナリオカテゴリー（３）

TO-BE

中小企業強化

②注文
＋図面

PUSH

③注文
＋図面

PUSH

①支給品在庫
PULL

C-1

C-2

C-1-2

三菱電機東洋ビジネスエンジニアリング

現場データと取引先の業務プロセスとの統合による中小企業強化
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Ｘ機械工業

材料商社 Ｂ精密

Ｃ鍍金Ａ板金

シナリオカテゴリー（３）

③注文
＋図面

①検査結果
＋作業実績

②作業実績

TO-BE

④検査結果
＋作業実績

①納品

④納品

PULL PULL PULL

PUSH

中小企業強化

C-1-3

C-3 C-3-2

C-4

C-4-2
C-4-3

三菱電機東洋ビジネスエンジニアリング

現場データと取引先の業務プロセスとの統合による中小企業強化
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Ｘ機械工業

材料商社 Ｂ精密

Ｃ鍍金Ａ板金

①検査結果
＋納品書

シナリオカテゴリー（３）

TO-BE

②検収

②検収

②検収
PULL

中小企業強化

C-3-3

C-4-4

C-5

C-5-2 C-5-3

三菱電機東洋ビジネスエンジニアリング

現場データと取引先の業務プロセスとの統合による中小企業強化
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Ｎ重工

アトランタ工場

シリコンバレー
ＡＩ研究所

シナリオカテゴリー（4）

AS-IS

ＡＩ利活用

④⑥パラメータ

②生産実績

③学習

⑤設備環境
①加工 D-1

D-2

D-3

安川電機ＳＣＳＫ

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析による設備保全の知能化
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Ｎ重工

アトランタ工場

シリコンバレー
ＡＩ研究所

①パラ
メータ

③生産実績

シナリオカテゴリー（4）

TO-BE

②生産

ＡＩ利活用

D-1-2

D-2-2

安川電機ＳＣＳＫ

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析による設備保全の知能化
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Ｎ重工

アトランタ工場

シリコンバレー
ＡＩ研究所

⑤パラ
メータ

シナリオカテゴリー（4）

TO-BE

ＡＩ利活用

③判定結果

②判定材料

④生産実績

①設備環境
＋生産実績

D-2-3

D-1-3

D-1-4

D-4

D-5

安川電機ＳＣＳＫ

ＡＩを用いた生産現場のビックデータ解析による設備保全の知能化
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開発計画と市場投入スケジュール

• ２０１９年度（２０２０年３月時点）
• CIOFバージョン１をリリース

• 実証実験により機能とその効果を確認

• 最低限の機能で実運用を開始できる段階

• ２０２０年度（２０２１年３月時点）
• CIOFバージョン２をリリース

• ビジネスモデル上での優位性を検証し評価

• すべての機能について実運用を開始できる段階

• ２０２１年度（２０２２年３月時点）
• CIOFバージョン３（商用版）をリリース

• 外部団体や国際標準と連携したエコシステム化

• 事業として有償でサービスを開始できる段階

60
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IVIプラットフォーム／ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ

ＩＶＩコンポーネント

ＩＶＩＭに準拠したメタモデルによって定義されたソフトウェ
アおよびハードウェアからなり、つながるものづくりを構成
するために提供された製品またはサービス

ＩＶＩプラットフォーム

ＩＶＩコンポーネントがデータを介して相互に接続することを
目的として、統一的に定義された手順やツールが提供さ
れ、複数の事業者が利用可能であるしくみ

61
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IVIプラットフォーム申請企業

グレード認定

62

グレード１

グレード２

グレード３

コンポーネント申請企業

 プロフィールとともにＩＶＩモデラー
にモデル登録した

 ＣＩＯＦ辞書ツールで連携に必要
なモデルを定義した

 ＩＶＩ業務シナリオＷＧや実際の工
場で実際に利用した

 共通辞書とのマッピングを定義し
変換可能となった

 検証用ＰＦとの間でテストケース
を正しく送受信できた

 継続的なサポートのための体制
としくみが整備された

 連携のための統一的な手順や
ツールが共有された

 ＣＩＯＦ辞書ツールで連携に必要
なモデルを定義した

 構成するコンポーネントを透過的
に操作できた

 連携ユースケースシナリオにそっ
た実証実験を行った

 連携のための手順やツールが
IVIM/IVRAに準拠した

 CIOF連携に必要な機能要件
が実装され提供された

グレード１

グレード２

グレード３

HCSを開設できます。
共通辞書を定義できます。
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辞書の更新（学習）イメージ

テンプ
レート

個別
事例

辞書
内容

辞書
形式全てゼロからスクラッチで定義

ライブラリから選択して定義

事例テンプレートから定義

テンプレート生成

辞書追加（名寄せ）

オントロジ追加

問題発見 問題共有 課題設定 課題解決

前回内容からの差分を定義
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マッチングの粒度と適用イメージ

64

キーワードマッチング

オントロジーマッチング

テンプレートマッチング

シナリオマッチング

abc…
abc…

abc…

A

B C

A
B

C

Y-12 Y-12

XYZ

XYZ
あいまい検索

新たな事案 リポジトリ側マッチング方法

⇒エンティティのタイトルなどの文
字情報を利用して検索する

⇒エンティティを特定してそのIDを
用いて検索する

⇒テンプレートの中から該当するも
のを類似度等により検索する

⇒業務シナリオの構造から適当と
思われる実装シナリオを検索する
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リコメンドのしくみ

業務
困りごと

共通業務
シナリオ

ITツール
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

参照

工場
ユーザ

検索

業務
ｼﾅﾘｵ

IT企業テンプ
レート 利用

テンプ
レート

実装

登録

工場
ユーザ

個別業務
シナリオ

IT企業
利用

提供 展開

実装

登録

照会

65
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このしくみで誰が恩恵を受けるのか？

1. 自社の経営課題を解決するためにデータを活用
する事象者（エンドユーザー）

2. 装置やデバイスなどデータで外部と接続する製
品を提供する事業者（デバイスメーカー）

3. 外部データを活用するソフトウェアを顧客に提供
する事業者（ソフトウェアベンダー）

4. デバイスやソフトウェアを用いて業務システムを
構築する事業者（システムインテグレーター）

5. 業務データを用いてその企業に対してサービス
を提供する事業者（データアナライザー）

6. 自社または他社から得られたデータを有料で提
供する事業者（データプロバイダー）
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ステークホルダーの価値創造（１）

■エンドユーザー（中小企業）
①現場と事務所が直結し最新の問題共有（Ｓ１－１）
②実際原価の見える化で利益率の向上（Ｓ１－２）
③データに基づく管理で高度な品質保証（Ｓ１－３）

■エンドユーザー（大企業）
①海外拠点のリアルな遠隔オペレーション（Ｓ２－１）
②データ資産の棚卸と部門間での有効活用（Ｓ２－２）
③工場のIT投資におけるROIの実情把握（Ｓ２－３）

■エンドユーザー（共通）
①取引先との現場レベルでのシームレスな連携（Ｓ３－１）
②製造業のサービス化、知識集約化への対応（Ｓ３－２）
③現場作業者のスキル向上、技能伝承とBCP対応（Ｓ３－３）

■データアナライザー
①データ収集コストを削減、オペレーションを分離（Ｓ７－１）
②新規開発や機能検証のためのトライデータの取得（Ｓ７－２）
③データ辞書の拡充、インターオペラビリティの確保（Ｓ７－３）
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ステークホルダーの価値創造（１）

■エッジプラットフォーマー
①海外展開（中国、ＥＵ）における販促必須ツール（Ｓ４－１）
②パートナーシップによるWin-winビジネス展開（Ｓ４－２）
③販売網の強化とインテグレーターの価値形成（Ｓ４－３）

■ITプラットフォーマーとSaaSプロバイダー
①従来のアプリを利用回数に応じた課金方式で展開（Ｓ５－１）
②提供するアプリが必要なデータを外部から収集（Ｓ５－２）
③多様なアプリでプラットフォームの機能を拡充（Ｓ５－３）

■システムインテグレーター（ラインビルダ―）
①インテグレーションコストの削減（Ｓ６－１）
②新規ベンダーやサプライヤーとのつながり（Ｓ６－２）
③顧客とのつながりとフィードバック（Ｓ６－３）

■データプロバイダー
①優良で多様なデータソースによるサービス提供（Ｓ８－１）
②サービスに利用したデータの入手経路の保証（Ｓ８－２）
③データ流通ビジネスの段階的なスケールアップ（Ｓ８－３）
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取引契約が成立した後に、実際にデー
タ取引があったものおよびそのデータ
を利用した実施履歴を照会する。

ターミナルが対象とする範囲で個別に
実装されたハードおよびソフトを、実体
に対応させて設定する。

個別辞書を照会または編集する。これ
は、ターミナルごとに定義が可能であり、
独自の用語なども対象となる。

共通辞書の定義。外部に対しては共通
辞書の用語が利用される。これは特定
のユーザーのみ操作可能となる。

契約を新規に立案する場合、および取
引先からの申請に適応する場合など
のプロセスを管理する。
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データ構成モデ
ルを登録または
編集する

データ項目モデルを登録し、共
通辞書の項目と対大生づける

個別辞書のデータ
構成モデルを共通
辞書と対応づける

連結データの場
合はここで選択
する

データイベントの定義。ここではデー
タ項目および条件を指定する
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事業者に関する情報を表
示または編集する。編集
は特権ユーザーのみ可能

連携ターミナルに関する情
報を表示および編集と、公
開許諾の設定を行う。

エッジコントローラーを登
録、修正、削除する。コント
ローラーは複製定義可能。

注）現バージョンでは連携
ターミナルは１事業者に対
して１つしか登録できない。

エッジデバイスを登録また
は編集する。エッジデバイ
スはエッジコントローラー
に先駆けて登録する。
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連携ターミナルの設定内
容を登録する。

許諾する相手の連携ターミナル
および公開内容。各行はＯＲの
関係で判断される。つまり、いず
れかの行にある条件を満たした
事業アセットを相手に公開する。

連携ターミナルを選択し、
設定ボタンをクリックして女
権を追加する。
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プロセス構成モデルの一覧

内部イベントの一覧。
これはプロセスの結果
として起こるイベント

外部イベントの一覧。これはプ
ロセスのトリガーや起動条件と
なる外部のイベント（他のプロ
セスイベントでもよい）

プロセス構成モデル

イベント条件モデル（プロセスイベント）

イベント条件モデル（データイベント）

イベント条件モデル
（カレンダイベント他）

カレンダの定義は別途連携
ターミナルごとに定義する
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受取った申請
に回答する

新規の取引を
起案する

申請内容を照
会する

公開された取
引に申込む申請中の取引一覧（起

案したものも含む）

公開中の取引一覧（起
案したものも含む）

各取引の合意に
至る過程での過去
のメッセージのリ
ストが表示される。
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契約条件などの内容を設定 ＰＵＬＬ型の場合のパラメー
タの意味について設定

データ構成の内容と
項目リスト

提供側のサービス構成名 利用側のサービス構成名

取引先の設定

契約途中の一
覧へ戻る

データ構成モデ
ルの付合わせ

サービス構成
モデルの付き
合わせ
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取引先に対して新規に
契約を起案する

新規に取引を公開し、
申込みを募る

公開されている取引に
申し込む

受け取った申請を拒否
し却下する

受け取った申請にコメ
ントを加えて差し戻す

受け取った申請を承認
し取引を開始する

契約区分：提供者か利
用者のいずれか

編集モード：起案中、適
応中、待機中など
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